
いつだって好奇心　手を伸ばせばそこに本

問社会教育課　☎・有（582）1142　5（581）2733

　毎月1回「おはなし会」と称して、地域のボラン
ティアの皆さまに各学級で絵本や紙芝居などのお
はなしの読み聞かせをしていただいています。「た
くさんの絵本に
出会うこと」「人
に出会い、とも
に時間を過ご
すこと」「心地よ
い語り（読み聞
かせ）を聞くこ
と」などを目的
とした、大事に
している時間のひとつです。
　“わくわく”楽しみにする気持ちや“どんどん”絵本
に出会いたくなる気持ちを大切に、地域の皆さまとの
ふれあいや絵本の読み聞かせを通して、絵本が好き
な子どもと豊かな心を育んでいきたいと思います。

　乳児にはいろいろな種類の絵本とたくさん出
会うよりも、数冊の絵本を繰り返し読むことでそ
の絵本をじっくりと楽しめるようにしています。
子どもたちは絵本の世界が体に染み込んでいて、

絵本を開くと
簡単なフレー
ズが出てくる
こともあります。
単純なやりと
りの繰り返し
が、子どもたち
の心の中に心
地よく響いて

いくように感じます。好きなページが近づくと子
どもの表情が変わり、「まだかな」と楽しみにし
ている様子が一緒に読んでいて伝わってきます。
これからも、絵本の世界を楽しめるようにして
いきたいと思います。

吉身幼稚園 若鮎保育園

「“わくわく” “どんどん”おはなし会！
～絵本との出会いをとおして～」

「お話の世界を楽しむ子どもたち」

  子どもの読書活動　学校・園の取り組みを紹介します㉚

　
桃
山
時
代
に
樂
茶
碗
を
造
り
出
し
た
初
代
長
次
郎
以
来
、

轆
轤
や
型
を
用
い
ず
手
捏
ね
で
形
成
し
、
箆へ

ら
で
削
り
上
げ

て
形
を
造
り
、
屋
内
の
小
規
模
な
窯か

ま
で
焼
き
上
げ
ら
れ
て

き
た
樂
焼
の
技
法
は
、他
に
類
の
な
い
独
特
な
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で
す
。

　
初
代
長
次
郎
よ
り
４
５
０
年
、一
子
相
伝（
秘
伝
を
親
が

子
ど
も
一
人
に
だ
け
伝
え
る
）で
伝
わ
っ
て
き
た
樂
焼
は
、

各
代
が
長
次
郎
を
意
識
し
な
が
ら
も
自
ら
の
表
現
を
追
求

し
、
伝
統
と
創
造
を
極
め
て
き
ま
し
た
。
特
に
十
五
代
樂

吉
左
衞
門
・
直じ

き
入に

ゅ
う

は
、
赤
樂
茶
碗
、
黒
樂
茶
碗
と
い
っ
た

伝
統
的
な
技
法
の
ほ
か
に
、
特
殊
な
焼や

き
貫ぬ

き
技
法
を
駆く

使し

し

た
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
斬ざ

ん
新し

ん
か
つ
モ
ダ
ン
な
造
形
の
茶
碗

や
茶
入
を
制
作
す
る
な
ど
、
独
自
の
世
界
を
築
い
て
き
ま

し
た
。

　
近
年
、
萩は

ぎ
に
赴お

も
む

き
萩
焼
を
焼
い
た
の
を
機
に
、
轆
轤
の

魅
力
に
と
り
つ
か
れ
、
轆
轤
の
茶
碗
を
制
作
し
ま
し
た
。

轆
轤
の
回
転
す
る
遠
心
力
に
そ
っ
て
、
内
か
ら
外
へ
広
が

る
開
放
的
な
井
戸
形
が
特
色
の
轆
轤
の
茶
碗
は
、
外
か
ら

内
に
向
か
っ
て
抱
え
込
む
よ
う
に
形
を
結
ん
で
い
る
樂
茶

碗
の
手
捏
ね
制
作
と
は
対
照
的
と
い
え
ま
す
。

　
現
在
、
佐
川
美
術
館
の
樂
吉
左
衞
門
館
で
は
、
手
捏
ね

の
技
と
轆
轤
の
技
、
相
反
す
る
技
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た

茶
碗
を
対た

い
峙じ

さ
せ
て
い
ま
す
。
外
に
広
が
っ
て
い
る
形
を

し
て
お
り
、轆
轤
目（
轆
轤
を
回
転
さ
せ
て
周
回
条
に
つ
け

ら
れ
る
痕あ

と
）が
見
え
る
の
が
轆
轤
の
茶
碗
で
す
。こ
の
機
会

に
、
異
な
る
技
法
で
制
作
さ
れ
た
茶
碗
を
ぜ
ひ
見
比
べ
て

く
だ
さ
い
。

アートコラム㉑
佐川美術館

手て

捏づ
く

ね
と
轆ろ
く

轤ろ

制
作

公
益
財
団
法
人
佐
川
美
術
館
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